
日本は病院の車いすでの競技と放映されていた。
まさにリハビリの一環と強く印象付けられた。 
 
先端技術が実現するファッションの足 

過日、世界一のプレゼンテーション番組、TEDで、
アスリート、女優、社会活動家と多彩な顔を持つ 
エミー・マランスが颯爽と現れた。 
ステージの後方に、チーター柄、花柄、幾何学模
様など、様々な美しくすらりとした足が、デパートの
ストッキング売り場のように並んでいた。 
スピーチの途中、彼女が自分の片足をポンと、 
こともなさげに抜いた。無い、足が無いのである。 
彼女は、ぴょんと跳んでチーター模様の足をス
パッとはめた。 
「義足は欠けた状態を補うもの」から、美しさを 
装うものになった瞬間だった。 
 
スター誕生と普通の難しさ 

パラリンピックは、『オリンピック・パラリンピック』と同
列で呼ばれ、その開催地も同じとなった。 
開会式で見た義足のダンス。車いすでパフォー
マーが17ｍの斜面を滑走し、あっと思ったら、宙
返りで着地。満場の拍手。鍛え抜かれた身体能
力から繰り出される、光と音楽に包まれた夢の
ショーであった。 
 
リハビリから始まったパラリンピック。商業主義が
ますます台頭し、障がい者アスリートのスター誕
生ともなるであろう。 

「私たちを一人の社会人として普通に受け入れて
ほしい」と願う多くの人々。 

パラリンピックの果たしている役割は大きいもの
であろう。 

何が勝敗を決めるのか。 
それは、選手の頑張りや、コーチの熱意で、メダル
が取れるというものではない。 
国の経済、GDPの上位の国でどれだけのお金をつ
ぎ込めるのか。国の支援と技術力を含む強力なサ
ポート体制がカギであると思う。 
  
パラリンピックの開催 
パラリンピックとは、パラプレジア（Paraplegia:脊髄損
傷等による下半身麻痺者）とオリンピック（Olympic）

の造語をいう。イギリスのストーク・マンデビル病院
で、ルートヴィヒ・グットマン医師によって、戦争で負
傷した兵士たちのリハビリテーションとして「手術よ
りスポーツを」の理念で開催された。（出典：ウィキペディア） 
 

日本のスタートは、リハビリ 

日本では障がい者の社会参加を促し、さらにリハビ
リテーションの観点からのスポーツ奨励がスタート
だったという。過日のテレビで′64年パラリンピック東

京大会は、車いす競技でアメリカは競技用車いす、 
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パラリンピック 2016 
～ 輝き共生した12日間 その先には ～ 

■講義ダイジェスト  『事業計画書の作り方』   
■今月のニュース＆データコンパクト  

■経営者のためのインフォメーション   

■会員お仕事紹介 ラテンヴォーカリスト ふくだ さとみさん 

 第15回パラリンピックが終わった。 
 新聞には、「日本 １個の金が欲しかった・・・」と  
 報道されていた。 

     パラリンピック 2016 メダル数（上位） 
日本          銀・銅 24個 
中国   金107個を含む239個 
イギリス           147個 
アメリカ         115個     
『失ったものを数えるな、残されたものを最大
限に活かせ』 

 健常者と共生の社会をと願い、とパラリンピッ
ク創設者のルートヴィヒ・グットマンは、基本理
念を提唱した。 



短期 1年で  会社の確かな方向性を掴む  
後継者は会社を継ぐ自信が生まれる  

事業計画書の作り方  

メビウス講義 第176回 

 2016年9月13日(火) 足利地場産センターにて、メビウス主宰  浅沼公子、顧問  関田
恭裕による、メビウス講義176回『事業計画書の作り方』を行いました。今回は、記入式

のテキストを用い、事業計画をつくる際のポイントをお話しいたしました。 
 それでは講義の一部をご紹介いたします。 

事業計画は成功の“源泉” 
－ どのように考え、どう作るか － 

事業の計画・・・始めに実践することは 

＜事業に対する想いを伝える＞ 

経営の本質には、3つの要素があります。 

 1.事業の最適配分・・・お金、時間など 

 2.事業の理念の方向付け 

 3.人を動かす      NPO法人 女性のためのビジネススクール 
メビウス 主宰 浅沼 公子 

経営理念  ―  事業に対する想いをしっかり打ち出す 
経営理念とは、会社の社員や社会との約束です。 

まずは、「社長がいつも言っていること」や、「社内掲示物」から明文化してみましょう。 

  豊田喜一郎 

  「今日の失敗は、工夫を続けてさえいれば、必ず明日の成功に結び付く」 

  本田宗一郎 

  「従業員は、自分の生活をエンジョイするために働きに来ているはずだから、 

      働きがいのある職場をつくらなければ、従業員は喜んで働かないし、いい仕事は 

       しない」 

  松下幸之助 

  「世の為、人の為になり、ひいては自分の為になるということをやったら、 

     必ず成就します」   

＜「社長がいつも言っていること」・「社内掲示物」などを書き出してみましょう＞ 



損益分岐点売上高 

  固定費 ÷ 付加価値率 
62,640 ÷ 37.6％ ＝ 166,595 千円 
 

会社の利益を計算しよう 

まずは、下記の項目から始めましょう。 

  ① 自社の売上計画・・・今の商品、サービスを分類してみよう  

  ② 売上高計画・・・商品別、取引先別の売上を書き出してみよう 

  ③ 人件費計画・・・役員・正社員・パートの給与、新規採用予定を書き出してみよう 

  ④ 会社経費の総額をつかむ 

  ⑤ 投資・設備計画・・・新規の投資・設備などを書き出してみよう 

NPO法人  
女性のためのビジネススクール メビウス 
               顧問 関田 恭裕 

「事業計画」のご相談は、メビウス事務局までご連絡ください。 

 12月講義は「はじめての「損益計算・損益計画」です。 
 科目ひとつひとつから丁寧な「初めて」の方向けの講義
です。ぜひご参加ください。 
  

 自社の損益計算書を確認し、損益分岐点売上高を
計算してみましょう。 

話す 

３つの同一 
事業計画が出来上がりましたら、 

同一の場所で 
同一の事を 
同一の人に 

社員の意識を統一し、 

事業計画の目標達成に向けて
行動する。  

◆「付加価値」とは・・・ 

売上高から変動費を引いた金額です。 

ここから固定費が支払われます。付加価値か
ら固定費を差し引いた額が経常利益です（左
図参照）。固定費が付加価値額以上にかかる
と、経常利益はマイナスになってしまいます。 
 



今月のニュース＆データコンパクト 

 引きこもり54万人  15～39歳、長期・高年齢  

  

   郊外百貨店苦境 2017年までに大手7店閉店        2016.9.8 毎日新聞 

総務省は市町村ごとに働く人の基本情報を集めた｢地域人材バンク」づくりに乗り出

す。登録を希望する住民の技能や職歴などを含んだデータベースを構築し、人手が 

地方や郊外の百貨店の閉店が相次いでいる。9月７日には三越伊勢丹ホールディング

スが三越千葉店と三越多摩センター店の営業を2017年3月で終えると発表。大手だけ

でも2017年までに全国7店の閉店が決まった。最近の閉店事例は周辺人口が横ばいか

増加している大都市近郊店が目立つ。過疎地域が主だった2000年代の閉店とは様変わ    

  市町村に人材バンク 住民の技能登録 2016.9.8 日本経済新聞（夕） 

足りない企業への出向や転職、再就職を後押しする。

今年度内にまず５つの地方自治体でスタートさせる。

働き手の能力を最大限引き出し、地元企業の人手不

足を解消することで、地方創生につなげる。地域人

材バンクには、希望する住民の職歴や資格、特殊技

能といった情報を個人ごとに登録してもらう。企業

が個人の同意を得て登録することも可能になる見通

し。現在働いている人とともに、育児休暇中や定年

退職した高齢者など幅広い人材に登録を呼びかける。 

りだ。｢百貨店にもアパレルにも郊外店を維持する余力が

なくなったため」と大手百貨店幹部は指摘する。外国人観

光客の｢爆買い」が沈静化しつつある上、大型ショッピン

グセンターなどへの顧客流出にも歯止めをかけられなかっ

たためで、百貨店の存在意義が改めて問われ始めている。 

学校や仕事に行かず、半年以上自宅に閉じこもっている15～39歳の｢引きこもり」

の人が、全国で推計54万1千人いるとの調査結果を発表した。｢趣味の用事の時だ

け外出する」｢近所のコンビニなどには出かける」｢自室からほとんどでない」と

いった状態が6ヶ月以上続く人を引きこもりと定義した。引きこもりの長期化・高

年齢化の傾向も判明。きっかけには｢不登校」や｢職場になじめなかった」などが 

多く、非正規雇用や働いた経験がないなど、背

景に不安定な就労があることもうかがえる。引

きこもりから抜け出すには｢フリースクール」

など支援や人的交流の重要性が裏付けられる。 

2016.9.8 日本経済新聞 



       コインランドリー進化中  2016.9.21 日本経済新聞 

  高齢者の運転 録画で点検 ミス自覚し事故防止                                    

・・・・女性やシニアの心つかむ・・・・  
働く女性の増加などを背景に、コインランドリーがおしゃれで

便利に“進化”している。カフェ風の店内で待ち時間にお茶を

飲んだりパソコンを持ち込んで仕事をしたり、面倒な洗濯がス

マートにできる。｢独身男性が利用する暗い場所」というこれま

でのイメージが覆りつつある。洗濯物を 

  中小は2割どまり ストレス検査義務化1年目                         

多発する高齢者の交通事故対策として、運転状況を映像で記録するドライブレコー

ダーを無料で貸し出す取り組みが官民で広がり始めた。映像を見て自分の運転ミス

の傾向を点検できる。警察も高齢ドライバーの指導に活用して 

2016.9.21 日本経済新聞(夕） 

たたむサービスや洗濯完了を知らせるメール、作業をスタッ

フが手伝ってくれるサービスなど、忙しい主婦やシニア層の

ニーズに合わせて各店工夫を凝らしている。より身近で便利、

スタイリッシュなコインランドリーを試してみてはいかが？ 

2016.9.19 日本経済新聞 

働く人の心の健康対策として昨年12月に始まったストレスチェックについて、今年

7月時点で千人以上の企業は49.5%が既に実施したのに対し、200人未満の企業では

20.6%にとどまったことがわかった。ストレスチェックは50人以上の事業所に年1回

の実施が義務付けられ、質問票を使って心理的負荷を測定。強いストレスがあれば

医師による面談をしたり職場環境を改善したりする。制度開始から1年に当たる11

月までに初回を実施しなければならない。実施の時期も決まっていない企業もあり 

規模が小さいほど準備が遅れている傾向も浮き

彫りになった。中小での実施や準備が遅れてい

るのは、費用や人員に余裕がないことが主な要

因ではないか。中小企業が実施しやすいよう、

各地の労働局は企業が抱えている問題を把握し、

具体的な助言をする必要がある。 

おり｢運転を見直す手段にしてほしい」と呼びかけている。 

 ドライブレコーダー：車のフロントガラスなどに取り付け、 

 運転席から見える車外の状況を映像や音声で記録する装置。 

 交通事故の原因究明や安全意識の向上に役立つとされ、タク 

 シー、バス業界では普及が進んでいる。市販もされており、 

 映像はパソコンなどで見ることができる。 



経営者のためのインフォメーション 

 ご不明な点は、事務局にお尋ねください！ 
◆お問合せ先： NPO法人 女性のためのビジネススクール メビウス事務局◆ 
   （栃木県足利市本城2-1901-8 アサヌマビジネスサポート内） 
         TEL：0284-41-1324 FAX：0284-41-1340   

３ 

１ 

雇用保険被保険者の範囲の拡大 

雇用保険の被保険者の適用拡大  

 65歳以上の被保険者で一定の要件を満たして退職し、求職活動を行う場合には、

基本手当ではなく、被保険者期間に応じた高年齢求職者給付金(一時金）が支給さ

れることとなっています。 

 平成29年1月から新たに被保険者となる65歳以上の人についても、高年齢者求職

者給付金が支給されることになります。    

 雇用保険は、1週間の所定労働時間が20時間以上、かつ、31日以上の雇用見込

がある場合に被保険者となります。この場合、65歳以降に新たに入社した人につ

いては、この条件に関わらず被保険者にはならないとされています。ただし、65

歳以前から適用事業所に引き続き被保険者として雇用されている場合には、高年

齢継続被保険者として65歳以降も継続して被保険者として取扱われます。 

 平成28年3月に成立した「雇用保険法等の一部を改正する法律」により、平成

29年1月から雇用保険被保険者範囲の拡大、平成32年から雇用保険料の免除制度

の廃止が決まっています。これらの改正点について確認しておきましょう。 

平成３２年度から始まる保険料徴収  

 現状では、年度初日(４月１日）時点で満64歳以上の被保険者については、雇用

保険料が被保険者負担分、事業主負担分ともに免除されています。 

 今回の被保険者の適用拡大に合わせ、この免除制度が廃止され、原則通り保険

料の徴収が行われることになります。ただし、経過措置として平成31年度分まで

現状の免除制度が継続されることとなっています。したがって、実際には、平成

32年度から、年齢に関わらず全員が保険料の徴収の対象となります 

 これについて、平成29年1月1日からは、65歳以降に新たに入社した人も、条件

を満たせば雇用保険の被保険者となることになりました。 

 なお、平成29年1月1日時点で、入社時にすでに65歳以上であったために雇用保

険の被保険者となっていない人も被保険者となり、平成29年3月31日までに手続き

を行うこととされました。 

６５歳以上の人に対する給付  ２ 

 今回の改正は、高齢者の活躍を促進する一方、高齢者を多く雇用している事業主に

とっては、今後、保険料負担が増大することとなります。今後の対応については、情
報収集とともに、確実な対応が望まれます。    



 経営には確かな 
     アドバイザーが必要です。  
ビジネスのあらゆる課題に、 
     豊富な知識と経験で 
      あなたの身近な強い味方。 

ご相談をお伺いするのは… 

主宰：浅沼 公子 

顧問：関田 恭裕 

又は 

です。 

＜ご相談のお申込み＞ 

<相談日> 
ＡＭ10時 

  ～ＰＭ５時 

生命保険のご相談…管理台帳を作りましょう 

マネー・ライフ プランのご相談 

女性のライフステージの変化… 

マネープラン見直しのタイミングです。 

ご相談をお伺いするのは… 

副主宰：三上 洋子 です。 

10月12日（水） 
<場 所> ㈱浅沼経営センター足利本社 

ＡＭ10時 
～ＰＭ５時 

㈱浅沼経営センター足利本社 
<料 金> 無 料 無 料 

締切り１０/１１（火） 

<相談日> 

<場 所> 
<料 金> 

お電話：０２８４－４１－１３２４    M a i l： o f f i c e @ b s - m e b i u s . n e t  

 10月17日（月） 

上記の相談日以外でもご相談を承ります。お気軽に事務局までお問い合わせください。 

締切り１０/１１（火） 

 「国立西洋美術館」の本館は、1959年にフランスで活躍した建築家のル・コ
ルビュジエという人が設計しました。鉄筋コンクリートを使った建築作品を多く
残し、近代三大巨匠として有名で、西洋美術館は建築物としても、美術館とし
ても楽しめます。 
  また、この西洋美術館が造られたのは、終戦後勝利国フランス政府が没収
し、日本に返還された「松方コレクション」を展示すためだったのだそうです。 
松方コレクションはフランスの画家・彫刻などフランス美術のコレクションだっ
たため、その後も西洋全般の美術館となったんです。 
  松方コレクションの松方氏は川崎造船所の社長だった松方幸次郎が、1600
年代のヨーロッパ各地のコレクションを集めた貴重な作品で、このような美術
品が見られるのは、大変ありがたいものです。そのような背景を感じながら、2
時間半見入ってしまいました。 
 忙しい日々を離れ、静かな心を養う時間で、是非お勧めのスポットです。         

日本で20番目の世界遺産となった「国立西洋美術館」を見学してきました。 
この国立西洋美術館は、「ル・コルビュジエの建築作品」ということでフランス政府と日本が共同で
世界遺産に推薦していたもので、複数の国をまたいだ世界遺産としては初めてだそうです。 

メビウス顧問 関田 恭裕 



TEL ：090-2668-2939      サービス業 
HP:http://www.satomi-f.com   ふくだ さとみ さん 

ラテンヴォーカリスト 

営業時間：月～金 9:00～18:00 

           土 9:00～15:00 

・ 

E-mail:sato@satomi‐f.com  

幼少期は牧師であった父と

讃美歌に親しみ、2008年頃

よりラテンのリズムに惹か

れ、スタンダードラテン・

ボサノバを歌うようになり   

お問合せ 

❤ふくだ さとみ後援会 会員募集中！ ❤ 

2012年ファーストアルバムＣＤ「ＵＮＯ」をリ

リース。ふくださとみ＆Ｔres・Guantesとして

のステージはもとより、2013年より有馬忍東京

ラティーノスでの演奏ステージにも定期的に 

出演。各種コンサート・ライブ・イベント活動

等、ラテンヴォーカリストとして活動中!! 

“ラテンのアルファー波”で            

リラックスしてください。 

『予測』の魔物性 
 人口減、少子高齢化など日本の「未来」を悲観する材料が多い中、まさに「強気」の予測がある。 
「国民の４割が６５歳以上になっても、皆が慎ましやかな生活を送るわけではない」。むしろ「十分な資産
と若者並みの消費意欲を兼ね備えた“アクティブシニア”が増」え、人口が減っても彼らが「若者の分まで
カネを使うから、トータルとして消費は減らない」というシナリオだ。  
 日経ビジネスでは高齢富裕層がお金を使い始める根拠を３つ挙げる。 
 ①相続対策が完了した・・・財産総額や相続人が確定。残りの人生でいくら使えるか分かった。 
 ②技術革新により“欲しいもの”が出てきた・・・例)自動運転車、アンチエイジング医療・美容、バー 
      チャルリアリティ関連。 
 ③“残りの時間”を自覚し始めた・・・生きた証を残すための消費。例)数百万円かけてスーツ姿とゴルフ
ウエア姿との２枚の自画像を発注して新居の応接間に飾る、自叙伝を作り葬式で皆に配る。 
  
 皆さんはどうお感じになるだろうか。  
 これまでその「持てる資産」を消費に回さなかった層が「超弩級の消費」をスタートさせることで日本経済
は成長を続ける・・・「アクティブシニア頼り消費」に支えられる日本を想像するだけで、何となくザラザラし
た感じがする。 
 
 毎年、今の時期から年末にかけ「2017年経済予測」「2017年消費はこうなる」といった特集が新聞・雑誌
で組まれたり予測本が出版される。どう予想しようが勝手、責任は一切問われない。なぜならその年が過
去のものとなった時に、検証されることはなく、忘れられていくからだ。しかし、少なからず影響を受け、
誘導される人もいる。額の多寡があるにせよ上記「強気」を読んで行動に移す人が出てくるんだろうな、と
いう冷ややかさに思った。                                    副主宰 三上洋子 

ちょうどきゅう 


